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のポリエチレンの厚さが20μ，30μ，40μと増す

ほど外観変化を生ずるのが同時かそれよりも遅い

ことが示された。

　30°・RH　75％の条件下のPE　40μのセロポリ

で，ムスカルム願粒は4日で固化，湿潤を生ずる

ことから湿度の影響を著しく受けることがわか

る。従って防湿等の保存条件に充分留意する必要

がある。
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自動分割分包機のスリット巾と分割重量誤差

福　家　秀　敏

　含量の均一な薬剤を患者に服用させることは調

剤において大切なことである。散剤の分包誤差は

調剤指針によると±10％と記されているが，手分

割での分包ではもっと・ミラツキが大きいことが報

告されている1）・2）。自動分割分包機を用いた自動分

割では一般的に手分割よりも分割重量誤差が小さ

くなり，分割による個人差がなくなり均一化した

分割誤差になるとされている3）・4）。そこで自動分割

分包機の性能をより明快なものにするために，今

回12分割において4種のスリット巾を設定し，散

剤を分割するときの自動分割分包機の流出口の始

動位置と分割重量誤差との関係について，また各

種のスリット巾での1包中の分割重量を変えた場

合どのようになるか検討したので報告する。

実験の部

1．試料

　局方乳糖（結晶）

2．実験器具

　コニシ式分包機　KG747－K12型

　コニシ式自動分割器　KC－7型

　島津直示天秤L－160型

S］it　Gap　15mm

Sh【Gap　25mrn
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　　　ユ　Hopper　2　Vibratlon
　　　3　S｜‘t　vpenlng　and　shutt［ng　handle
　　　4　Slit　gap　5　Belt　Conveyor　6　Dlvision　hO｜e

Fig．1．　Sketch　of　Automatic　Medecine　Dividing

　　　and　Packing　Machine

仙台市立病院薬局

　3．スリット巾の設定

　Fig．　1のSはスリット巾の閉じた状態でスリッ

ト巾0．5mm，　Dは開いた状態でスリット巾5．O

mmである。本実験ではスリット巾を約1．5　mm，

約2．5　mm，約3．75　mm，約5．O　mmと設定した。

その位置はそれぞれFig．1のA，　B，　C，　Dである。

バイブレーショソの強度は中間とした。

　4．実験方法

　スリット巾A，B，　C，　Dにおいて試料189を

K12型で流出口の始動位置を変えて12分割し，

それぞれの分割された1包中の試料の重量を測定
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した。流出口の始動位置は薬剤が分包紙の最初の

落下点よりホールに番号をつけ，2，5，8，11番目

とした。これらの始動位置でのそれぞれの分割量

のバラッキの内容を調べた。またスリット巾A，

B，C，DにおいてK12型の流出口の始動位置を

11番目とし，1包中の重量を0．5g，1．Og，1．5g，2．0

9，3．09まで増量した場合の分割重量誤差の変化

を検討した。なお12分割された試料の重量をそれ

ぞれ秤量し，その変動係数（C．V．）を分割重量誤

差とした。実験は各群ごと5回ずつ行なった。

結果および考察

　1包中の重量を1．59とし，流出口の始動位置の

相違により，スリット巾の相違によりFig．2が得

られた。

　たて軸にC．V．，横軸に始動位置を示す。分割重

量誤差は，スリット巾AでC．V．2．7％～C．V．3．4

％，BでC．V．3．4％～C．V．4．0％，　CでC．V．3．0％
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～ C．V．4．1％，DでC．V．4．6％～C．V，6．2％を示し

た。Fig．2から，どのスリット巾においても同じよ

うな傾向が観察された。即ちスリット巾A，B，　C，

Dにおいて流出口の始動位置5番目の場合C．V．

が3．4％～6．2％で分割重量誤差が最大となり，流

出口の始動位置11番目の場合C．V．が2．7％

～ 4．6％で分割重量誤差が最小であった。

　流出口の始動位置11番目での分割重量誤差が

最小であったことから，この始動位置において1

包中の重量を変えた場合に分割重量誤差がどのよ

うに変化するかを検討した。結果はFig．3に示さ

れている。
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　Fig．3から，スリット巾A，　B，　C，　Dにおいて1

包中の重量1．09～3．09のC．V．は2．7％～5．2％

であった。その中で1包中の重量3．09はスリッ

ト巾A～DにおいてC．V．2．9％～C．V．3．4％と低

値を示した。しかし1包中の重量0．59において

スリット巾AでC．V．4．5％，BでC．V．8．2％，Cで

C．V．9．1％，　DでC．V．17．0％と高値を示し，この

ときの分割するホール間の往復回数はスリット巾

Aで16回，Bで4回，Cで2回，Dで1．5回であっ

た。これらからスリット巾AからDへと大きくす

ると分割重量誤差が大きくなり，また往復回数も

少なくなる。即ち分割重量の少ない場合はホール

間の往復回数を多くするためにスリット巾を小さ

くするとある程度分割重量誤差を改善することが

できる。

　次に1包中の重量を1．59とし，K12型の流出

口の始動位置を変えた場合1包から12包までの

各包中の重量の変化の内容をFig．4に示した。

　Fig．4から，スリット巾AからDへと大きくな

るほどバラツキが大きくなっていることがわか

る。分割重量のバラツキの内容について，K10型

では分割数に関係なくすべてのスタート位置にお

いて流出口の折り返し点の最初の2包，最後の2

包が他と比較して有意の差をもって分割量が少な

いとされる4）。しかしスリット巾A，B，C，Dのそ

れぞれの始動位置において，12分割の両端は他と

比較して分割量は有意の差を示さなかった。また

・ミラツキについてはFig．1に示すとおりであり，

特に両端のパラッキが大きいとは認められない。

なおK12型に付属のKC－7型の自動分割器は折

り返しの分割分包を行なえぽK10型の自動分割

器の機能と同じになる。

結 論

　試料189を12分割でK12型の流出口の始動

位置を変えた場合に分割重量誤差はスリット巾A

でCV．2．7％～C．V．3．4％，　BでC．V．3．4％～CV．

4．0％，CでC．V．3．0％～CV．4．1％，　DでC．V．

4．6％～C．V．6．2％を示した。分割重量誤差を最小

にする流出口の始動位置は11番目（C．V．2．7％

～ C．V．4．6％）であった。またスリット巾がAから

Dへと大きくなるほどバラッキは大きくなった

が，分包誤差は±10％の範囲内であった。
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